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鹿
児
島
県
奄
美
大
島
を
襲

っ
た
未
曽
有
の
集
中
豪
雨
。お

き

昨
年
１０
月
２０
日
だ
っ
た
。
興

克
樹
さ
ん
（
平
５
文
）
は
、

最
も
被
害
が
集
中
し
た
奄
美

市
住
用
町
に
仕
事
で
居
合
わ

は
ん
ら
ん

せ
た
。
川
が
氾
濫
、
土
砂
崩

れ
に
よ
り
道
路
は
寸
断
、
車

は
ひ
っ
く
り
返
り
、
集
落
は

泥
土
で
埋
ま
っ
た
…
…
。

「
奄
美
が
大
変
な
こ
と
に

な
っ
た
。
記
録
し
て
伝
え
な

け
れ
ば
」

一
夜
明
け
、
孤
立
し
た
地

区
か
ら
徒
歩
で
脱
出
し
な
が

ら
被
害
の
状
況
を
カ
メ
ラ
に

収
め
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

断
た
れ
た
中
、
撮
影
を
連
日

続
け
た
。
マ
ス
コ
ミ
各
社
が

被
災
地
ま
で
到
達
で
き
ず
、

空
か
ら
の
取
材
も
困
難
な
状

況
下
、
読

売
新
聞
西

部
本
社
か

ら
依
頼
さ

れ
投
稿
。

そ
の
リ
ア

ル
な
被
害

状
況
が
連

日
紙
面
に

掲
載
さ
れ

た
。気

が
か

り
だ
っ
た

の
は
「
奄
美
の
宝
」
サ
ン
ゴ

の
状
況
だ
。
自
然
写
真
家
と

し
て
活
躍
す
る
一
方
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
サ
ン
ゴ
礁

の
保
全
再
生
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
集
中
豪
雨
が
一

段
落
す
る
と
す
ぐ
、
住
用
町

の
和
瀬
海
岸
に
潜
り
、
サ
ン

ゴ
群
集
を
調
査
。
海
面
の
濁

り
や
泥
土
に
埋
も
れ
て
い
る

サ
ン
ゴ
の
群
体
を
写
し
始
め

た
。
そ
の
後
サ
ン
ゴ
の
被
害

状
況
や
回
復
し
て
い
く
様
子

を
記
録
し
た
。

「
結
い
」の
精
神
健
在

集
中
豪
雨
は
、
人
々
の
温

か
さ
を
実
感
す
る
場
に
も
な

っ
た
。
家
を
１
軒
１
軒
訪
ね

て
声
を
か
け
、
お
年
寄
り
の

安
否
を
尋
ね
て
助
け
、
食
料

を
運
ぶ
住
民
た
ち
。
「
ど
ん

な
防
災
も
、
自
然
に
は
か
な

わ
な
い
」
と
身
に
し
み
たゆ

が
、
お
互
い
を
助
け
合
う「
結

い
」
の
精
神
が
健
在
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
感
動
し
た
。

第
３２
回
「
よ
み
う
り
写
真

大
賞
」
表
彰
式（
１
月
２９
日
、

都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
）
で

は
、
両
親
と
兄
、
夫
人
、
３
人

の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
臨
ん

だ
。
身
に
着
け
た
奄
美
の
伝

つ
む
ぎ

統
工
芸
品
、
大
島
紬
を
誇
ら

し
げ
に
来
場
者
に
見
せ
た
。

美
し
い
森
、
青
い
海
、
希

少
動
物
、
見
事
な
サ
ン
ゴ

礁
、
そ
し
て
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
…
…
。

専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
学
ん
だ
４
年
間
は
、
ス

キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
愛
好
会
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｌ
に
所
属
し
潜
水
技

術
を
上
達
さ
せ
た
。
同
時
に

「
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
し
た
」
４
年
間
で

も
あ
っ
た
。

表
彰
式
の
翌
日
の
３０
日
、

読
売
新
聞
全
国
版
の
「
顔
」

欄
で
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
日

は
誕
生
日
で
「
不
惑
」
を
迎

え
た
。
「
豊
か
な
島
を
１
日

も
早
く
、
元
の
姿
に
戻
し
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
撮
影
や
調

査
を
精
力
的
に
続
け
ま
す
」

∥
１
面
に
記
事
と
写
真
。

石
巻
信
用
金
庫
様

石
巻
専
修
大
学
育
友
会
様

川
崎
信
用
金
庫
様

㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ト
ウ
エ
ン

テ
ィ
ー
ワ
ン
様

坂
爪
土
地
建
物
㈱
様

㈱
サ
ン
コ
ー
ル
様

新
菱
冷
熱
工
業
㈱
様

専
修
大
学
校
友
会
ア
ド
ニ
ス
カ
ッ

プ
参
加
者
一
同
様

専
修
大
学
校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ

プ
参
加
者
一
同
様

専
修
大
学
校
友
会
珊
瑚
会
様

㈱
専
大
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
様

並
木
精
密
宝
石
㈱
様

㈱
ニ
プ
コ
様

㈱
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

様
美
唄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

㈱
富
士
ベ
ー
カ
リ
ー
様

淺
場

勝
彦
様

有
田

敦
様

飯
田

翔
様

市
川

辰
雄
様

伊
藤

志
郎
様

伊
東

洋
三
様

稲
垣

悠
一
様

大
友

久
生
様

大
場

徳
敬
様

奥
村

芳
雄
様

賀
持

誠
一
様

河
合

敏
明
様

小
林

直
樹
様

三
枝

実
様

坂
井

寿
憲
様

佐
藤

猛
様

志
村

裕
道
様

須
釜

淳
一
様

髙
橋

正
一
様

富
山

尚
德
様

中
川

俊
治
様

長
澤

哲
雄
様

中
山

茂
様

服
部

久
男
様

原
田

憲
一
様

日
髙

義
博
様

藤
井

龍
光
様

南

庸
様

宮
岡

孝
之
様

宮
田

俊
一
様

山
下

英
一
様

吉
野
美
咲
季
様

新
井

隆
夫
様

飯
浜

幸
夫
様

池
田

陽
子
様

石
川

寿
一
様

磯
辺

浩
隆
様

伊
藤

勤
様

遠
藤

正
平
様

大
澤

丈
太
様

大
橋

尚
様

奥
谷

光
一
様

尾
崎
愛
太
郎
様

小
嶋

幹
男
様

小
原
恵
美
子
様

恩
庄

康
夫
様

加
藤

道
夫
様

川
尻

恭
靖
様

工
藤

健
人
様

黒
島

秀
拡
様

桑
原

千
歳
様

齊
藤

美
子
様

佐
多

浩
二
様

佐
藤

則
義
様

品
田

利
之
様

柴
田

実
様

島
﨑

一
司
様

下
田

任
男
様

神
保

明
徳
様

杉
内

光
喜
様

鈴
木

健
介
様

鈴
木

康
広
様

滝
口

一
男
様

竹
村

勉
様

田
邊
裕
一
郎
様

茅
野

博
様

地
曵

忠
幸
様

塚
田

攻
様

中
嶋

晃
様

中
島

綱
子
様

中
村

健
次
様

中
村

俊
樹
様

野
口

成
次
様

橋
本

敏
夫
様

橋
本

正
寿
様

早
房

慶
悟
様

兵
道

修
一
様

平
山

力
三
様

深
屋

進
様

福
田

勝
様

藤
澤

正
様

古
田

龍
夫
様

外
間

正
幸
様

細
山

寿
一
様

前
澤

弘
様

増
子

正
弘
様

増
山

士
郎
様

松
林

勤
様

宮
地

俊
宏
様

村
上

岩
夫
様

森
田

幸
子
様

八
重
樫
哲
哉
様

矢
島

洋
子
様

山
岸

美
昭
様

山
口

仁
様

山
野

賢
一
様

横
須
賀

博
様

横
田

洋
子
様


川

彰
様

渡
辺

武
様

小
原

隆
規
様

佐
々
木
幸
治
様

眞
山

一
雄
様

学
校
法
人
専
修
大
学
は
、
教
育
研
究
環
境
の
整
備
拡
充
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
飛

躍
と
発
展
を
期
す
た
め
「
専
修
大
学
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
」
を
設
け
て
、

広
く
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

寄
付
金
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
「
専
修
大
学
募
金
局
」
☎
０３
（
３
２

６
５
）
３
１
５
７
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
月
に
東
京
都
港
区
の
国

立
新
美
術
館
で
開
か
れ
た
第

５９
回
独
立
書
展
（
独
立
書
人

団
主
催
）で
、書
道
研
究
会
Ｏ

Ｂ
の
井
坪
大
喜
さ
ん
（
平
２２

経
済
）
が
特
選
に
輝
い
た
。

大
学
で
書
道
を
始
め
た
井

坪
さ
ん
は
、
４
年
次
生
だ
っ

た
昨
年
の
同
展
で
、
専
大
生

と
し
て
は
２８
年
ぶ
り
に
特
選

と
な
っ
た
。
今
回
は
２
年
連

続
の
快
挙
。

出
身
地
・
長
野
県
の
伊
那

市
に
あ
る
会
社
に
就
職
後
も

書
道
を
続
け
、
書
道
研
究
会

顧
問
・
仲
川
恭
司
文
学
部
教

授
の
も
と
へ
作
品
を
送
り
、

指
導
を
仰
い
で
い
る
。
「
な

か
な
か
書
く
時
間
が
な
い
１

年
で
し
た
が
、
特
選
に
な
っ

て
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

学
術
・
文
化
の
幅
広
い
分

野
で
専
門
的
・
学
際
的
な
総

合
研
究
を
行
っ
て
い
る
社
会

知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
各
省
各
庁
（
※
）
に
お

け
る
調
査
・
研
究
や
情
報
処

理
に
か
か
る
競
争
契
約
に
参

加
資
格
を
得
る
た
め
に
、
一

般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
審
査
に
申
請
し
、
大
学

と
し
て「
調
査
・
研
究
」、「
情

報
処
理
」
の
分
野
に
お
け
る

参
加
資
格
を
得
た
。
こ
れ
は

関
東
・
甲
信
越
に
所
在
す
る

各
省
各
庁
の
全
調
達
機
関
で

有
効
な
統
一
資
格
で
、
こ
れ

に
よ
り
、
本
学
の
専
任
教
員

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
登
録
や
経
済
産
業
省
の

外
部
委
託
事
業
と
い
っ
た
競

争
契
約
に
参
加
可
能
と
な
っ

た
。
資
格
の
有
効
期
間
は
２

０
１
３
年
３
月
３１
日
ま
で
。

（
※
）衆
議
院
、
参
議
院
、

国
立
国
会
図
書
館
、
最
高
裁

判
所
、会
計
検
査
院
、内
閣
官

房
、
内
閣
法
制
局
、人
事
院
、

内
閣
府
本
府
、宮
内
庁
、公
正

取
引
委
員
会
、警
察
庁
、金
融

庁
、消
費
者
庁
、総
務
省
、
法

務
省
、
外
務
省
、財
務
省
、文

部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環
境
省
及
び

防
衛
省
で
外
局
及
び
附
属
機

関
そ
の
他
の
機
関
並
び
に
地

方
支
分
部
局
を
含
む
。

箱
根
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根

町
・
収
容
人
数
１
０
０
人
）

に
足
湯
が
完
成
∥
写
真
、
学

生
た
ち
に
人
気
だ
。

配
管
の
全
面
更
新
で
増
え

た
湯
量
の
有
効
活
用
と
し

て
、
食
堂
の
前
庭
に
設
置
さ

れ
た
。
湯
温
は
摂
氏
４０
度
～

４３
度
。
一
度
に
８
～
１０
人
が

利
用
で
き
る
。
屋
根
付
き
、

照
明
付
き
。

●日時＝３月２２日（火）午後１時３０分（予定）

●会場＝神田キャンパス１階広場（雨天時は

地下１階学生ホール）

＊皆さんのご参加をお待ちしております

平
成
２２
年
秋
の
叙
勲
（
追
加
判
明

分
）

◇
旭
日
双
光
章

西
村

孝
氏
（
に
し
む
ら
・

た
か
し
∥
昭
３９
法
）

青
森
銀
行
頭
取
に
浜
谷
哲
氏

浜
谷
哲
氏
（
は
ま
や
・
さ

と
し
∥
昭
４８
経
済
）
が
㈱
青

森
銀
行
の
頭
取
に
４
月
１
日

付
で
就
任
予
定
。

那
珂
市
長
に
海
野
徹
氏

（
１
月
３０
日
投
開
票
）

海
野
徹
氏
（
う
み
の
・
と

お
る
∥
昭
４７
法
）
が
茨
城
県

那
珂
市
長
選
で
初
当
選
を
果

た
し
た
。

「
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
」

利
用
者
募
集
中
！

校
友
会
で
は
、
専
修
大
学

と
卒
業
生
お
よ
び
卒
業
生
同

士
の
交
流
を
促
進
す
る
「
専

修
大
学
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
」
の
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象
は
平
成
１０
年
３
月
以

降
の
卒
業
生
で
す
。
登
録
方

法
、
利
用
方
法
等
は
校
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〈
道
庁
鳳
会
総
会
〉

▽
２
月
１８
日
（
金
）
▽
１８
時

３０
分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
徒

歩
１０
分
「
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
」
２
階
『
白
鳥

の
間
』
□問
齊
藤
浩
郎
氏

〈
和
歌
山
県
紀
北
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１８
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
前

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和

歌
山
」
６
階
『
テ
ラ
ス
グ
ラ

ン
』
□問
辻
本
圭
三
氏
☎
０
７

３
（
４
３
２
）
１
２
０
１

〈
成
田
・
栄
支
部
総
会
〉

▽
２
月
２０
日
（
日
）
▽
１７
時

開
会
▽
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
前
「
メ

ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
成
田
」

□問
山
田
德
雄
氏
☎
０
４
７
６

（
２２
）
９
６
５
９

〈
３
３
会
総
会
〉

▽
３
月
６
日
（
日
）
▽
１８
時

開
会
▽
小
田
急
線
箱
根
湯
本

駅
徒
歩
７
分
「
箱
根
湯
本
温

泉『
吉
池
』」
□問
今
福
義
幸
氏

☎
０３（
３
２
６
９
）１
４
３
５

２
０
１
０
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
本
学
卒
業
生
４
人

の
合
格
が
新
た
に
確
認
さ

れ
、
合
格
者
は
在
学
生
７

人
、
卒
業
生
１５
人
の
合
計
２２

人
と
な
っ
た
。
判
明
し
た
卒

業
生
は
次
の
通
り
（
１
人
は

非
公
表
）。

高
井
重
和
さ
ん
（
平
１８
商
、

矢
澤
秀
雄
ゼ
ミ
、
北
海
道
帯

広
三
条
高
）

三
井
里
見
さ
ん
（
平
１１
経

済
、
東
京
都
北
園
高
）

有
我
康
子
さ
ん
（
平
６
商
、

竹
本
達
広
ゼ
ミ
、
福
岡
県
東

筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
）


ニ
ュ
ー
ス
専
修
年
間
購
読
の
ご
案
内


ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
（
４
月

か
ら
１
年
間
）
の
年
間
購
読
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
購
読
料

は
１
０
０
０
円
（
郵
送
料
含
む
）
で
す
。

＊
育
友
会
員
お
よ
び
年
会
費
納
入
済
み
の
校
友
会
員
の
方
は
お

手
続
き
不
要
で
す
。

＊
本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
る
方
に
は
、
１
年
間
校
友
会
か
ら
お

送
り
し
ま
す
。

＊
４
年
次
以
上
の
ご
父
母
に
は
払
込
取
扱
票
を
同
封
い
た
し
ま

し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】

〒
１
０
１
―
８
４
２
５
（
専
用
郵
便
番
号
）
専
修
大
学
広
報
課

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
５
８
１
９

e
-
m
a
i
l
k
o
h
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
-
u
.
a
c
.
j
p

校
友
・
興
克
樹
さ
ん
撮
影

新校友歓迎祝賀会

２
０
１
０
年
７
月
１
日
～
１２
月
３１
日

奄美の集中豪雨
写真が連日紙面に

◇
在
学
生
父
母

専

修

大

学

会

催

友校

主

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
を
獲
得

合
格
者
は
２２
人
に

▲ 集中豪雨でひっくり返った車＝興

克樹さん撮影（読売新聞社提供）

卒
業
生
４
人
の
合
格
確
認

◇
校
友
・
一
般
篤
志
家
・
教
職
員
ほ
か

箱
根
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

さ
ん

井
坪
大
喜

２
年
連
続
特
選
に

書
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ

「
足
湯
」が
完
成

井坪 大喜さん

石
巻
専
修
大
学

▶

作
品
は
「
臨
・
杜
家
立
成
雑
書
要
略
」

（４）２０１１年（平成２３年）２月８日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４８５号


